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＜領
りょういき

域：介
かいご

護＞

問
もんだい

題 17　Ｆさん（66 歳
さい

，戸
こせきじょう

籍上の性
せいべつ

別は男
だんせい

性，要
ようかいご

介護 3）は，性
せいどういつせいしょうがい

同一性障害である

ことを理
りゆう

由に施
しせつりよ う

設利用を避
さ

けてきた。最
さいきん

近，数
すうねんまえ

年前の脳
のうそっちゅう

卒中（stroke）の後
こういしょう

遺症が

ひどくなり，一
ひ と り ぐ

人暮らしが難
むずか

しくなってきた。Ｆさんは，担
たんとう

当の訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホー

ムヘルパー）に施
しせつにゅうしょ

設入所について，「性
せいどういつせいしょうがい

同一性障害でも施
しせつ

設に受
う

け入
い

れてもらえる

でしょうか」と相
そうだん

談した。

訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホームヘルパー）の応
おうとう

答として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　「居
きょしつ

室の表
ひょうさつ

札は，通
つうしょうめい

称名ではなく戸
こせきじょう

籍上の名
なまえ

前になります」

2　「多
たしょうしつ

床室になる場
ばあい

合がありますよ」

3　「施
しせつ

設での生
せいかつ

活で心
しんぱい

配なことは何
なん

ですか」

4　「トイレや入
にゅうよく

浴については問
もんだい

題がありますね」

5　「同
どうせい

性による介
かいご

護が原
げんそく

則です」

介
かい ご

護の基
き ほ ん

本
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問
もんだい

題 18　利
りようしゃしゅたい

用者主体の考
かんが

えに基
もと

づいた介
かいごふくししょく

護福祉職の対
たいおう

応に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，

最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　 1
ひとり

人で衣
いふく

服を選
えら

ぶことが難
むずか

しい利
りようしゃ

用者には，毎
まいにち

日の衣
いふく

服を自
じぶん

分で選
えら

べるような

声
こえ

かけをする。

2　食
た

べこぼしが多
おお

い利
りようしゃ

用者には，こぼさないように全
ぜんかいじょ

介助する。

3　認
にんちしょう

知症（dementia）の利
りようしゃ

用者には，排
はいせつ

泄の感
かんかく

覚があっても，定
ていじ

時に排
はいせつ

泄の介
かいご

護を

行
おこな

う。

4　転
てんとう

倒しやすい利
りようしゃ

用者には，事
じ こ ぼ う し

故防止のため立
た

ち上
あ

がらないように声
こえ

をかける。

5　入
にゅうよく

浴が自
じりつ

立している利
りようしゃ

用者も，危
きけん

険を避
さ

けるため個
こべつよく

別浴ではなく集
しゅうだん

団での入
にゅう

 

浴
よく

とする。

問
もんだい

題 19　利
りようしゃ

用者の自
じりつしえん

立支援に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

び

なさい。

1　利
りようしゃ

用者の最
さいご

期の迎
むか

え方
かた

を決
き

めるのは，家
かぞく

族である。

2　利
りようしゃ

用者が話
はな

しやすいように，愛
あいしょう

称で呼
よ

ぶ。

3　利
りようしゃ

用者が自
じぶん

分でできないことは，できるまで見
みまも

守る。

4　利
りようしゃ

用者の生
せいかつ

活のスケジュールを決
き

めるのは，介
かいごふくししょく

護福祉職である。

5　利
りようしゃ

用者の意
いけん

見や希
きぼう

望を取
と

り入
い

れて介
かいご

護を提
ていきょう

供する。
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問
もんだい

題 20　Ｇさん（70 歳
さい

，男
だんせい

性，要
ようかいご

介護 2）は，パーキンソン病
びょう

（Parkinson disease）

と診
しんだん

断されていて，外
がいしゅつ

出するときは車
くるま

いすを使
しよう

用している。歩
ほこう

行が不
ふあんてい

安定なため，

週
しゅう

2 回
かいつうしょ

通所リハビリテーションを利
りよう

用している。Ｇさんは， 1年
ねんまえ

前に妻
つま

が亡
な

くな

り，息
むすこ

子と二
ふ た り ぐ

人暮らしである。Ｇさんは社
しゃこうてき

交的な性
せいかく

格で地
ちいきじゅうみん

域住民との交
こうりゅう

流を望
のぞ

ん

でいるが，自
じたくしゅうへん

宅周辺は坂
さかみち

道や段
だんさ

差が多
おお

くて移
いどう

動が難
むずか

しく，交
こうりゅう

流ができていない。

Ｇさんの 状
じょうきょう

況 をＩＣＦ（International Classification of Functioning, Disability 

and Health：国
こくさいせいかつきのうぶんるい

際生活機能分類）で考
かんが

えた場
ばあい

合，参
さんかせいやく

加制約の原
げんいん

因になっている環
かん

 

境
きょういんし

因子として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　パーキンソン病
びょう

（Parkinson disease）

2　不
ふあんてい

安定な歩
ほこう

行

3　息
むすこ

子と二
ふ た り ぐ

人暮らし

4　自
じたくしゅうへん

宅周辺の坂
さかみち

道や段
だんさ

差

5　車
くるま

いす
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問
もんだい

題 21　Ｈさん（75 歳
さい

，女
じょせい

性，要
ようかいご

介護 2）は，孫
まご

（17 歳
さい

，男
だんせい

性，高
こうこうせい

校生）と自
じたく

宅で

二
ふ た り ぐ

人暮らしをしている。Ｈさんは関
かんせつしっかん

節疾患（joint disease）があり，通
つうしょ

所リハビリ

テーションの利
りよう

用を開
かいし

始した。介
かいごふくししょく

護福祉職が送
そうげいじ

迎時に孫
まご

から，「祖
そ ぼ

母は，日
にちじょうせいかつ

常生活

が難
むずか

しくなり，自
じぶん

分が食
しょくじ

事を作
つく

るなどの機
きかい

会が増
ふ

え，家
か じ

事や勉
べんきょう

強への不
ふあん

安があ

る」と相
そうだん

談された。

介
かいごふくししょく

護福祉職の孫
まご

への対
たいおう

応として，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　「今
いま

までお世
せ わ

話になったのですから，今
こんど

度はＨさんを支
ささ

えてください」

2　「家
か じ

事が大
たいへん

変なら，Ｈさんに介
かいごろうじんふくししせつ

護老人福祉施設の入
にゅうしょ

所を勧
すす

めましょう」

3　「高
こうこう

校の先
せんせい

生や介
かいごしえんせんもんいん

護支援専門員（ケアマネジャー）に相
そうだん

談していきましょう」

4　「家
いえ

でもリハビリテーションを一
いっしょ

緒にしてください」

5　「近
きんじょ

所の人
ひと

に家
か じ

事を手
てつだ

伝ってもらってください」

問
もんだい

題 22　介
かいごほ け ん せ い ど

護保険制度のサービス担
たんとうしゃかいぎ

当者会議に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切

なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　会
かいぎ

議の 招
しょうしゅう

集 は介
かいごしえんせんもんいん

護支援専門員（ケアマネジャー）の職
しょくむ

務である。

2　利
りようしゃ

用者の自
じたく

宅で開
かいさい

催することが義
ぎ む

務づけられている。

3　月
つき

1 回
かいいじょう

以上の頻
ひんど

度で開
かいさい

催することが義
ぎ む

務づけられている。

4　サービス提
ていきょうしゃ

供者の実
じっせんりょく

践力の向
こうじょう

上を目
もくてき

的とする。

5　利
りようしゃ

用者の氏
しめい

名は匿
とくめいか

名化される。
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問
もんだい

題 23　社
しゃかいしげん

会資源に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，フォーマルサービスに該
がいとう

当するものと

して，適
てきせつ

切なものを 1 つ選
えら

びなさい。

1　一
ひ と り ぐ

人暮らしの高
こうれいしゃ

齢者への見
みまも

守りを行
おこな

う地
ちいきじゅうみん

域住民

2　買
かいもの

物を手
てつだ

伝ってくれる家
かぞく

族

3　ゴミ拾
ひろ

いのボランティア活
かつどう

動を行
おこな

う学
がくせい

生サークル

4　友
ゆうじん

人や知
ちじん

人と行
おこな

う相
そうごふじょ

互扶助の活
かつどう

動

5　介
かいご

護の相
そうだん

談を受
う

ける地
ちいきほうかつしえん

域包括支援センター

問
もんだい

題 24　介
か い ご ふ く し し

護福祉士の職
しょくぎょうりんり

業倫理に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1 つ

選
えら

びなさい。

1　介
かいご

護が必
ひつよう

要な人
ひと

を対
たいしょう

象にしているため，地
ちいきじゅうみん

域住民との連
れんけい

携は不
ふよう

要である。

2　全
すべ

ての人
ひとびと

々が質
しつ

の高
たか

い介
かいご

護を受
う

けることができるように，後
こうけいしゃ

継者を育
いくせい

成する。

3　利
りようしゃ

用者のためによいと考
かんが

えた介
かいご

護を画
かくいつてき

一的に実
じっせん

践する。

4　利
りようしゃ

用者に関
かん

する情
じょうほう

報は，業
ぎょうむいがい

務以外では公
こうひょう

表してよい。

5　利
りようしゃ

用者の価
か ち か ん

値観よりも，介
か い ご ふ く し し

護福祉士の価
か ち か ん

値観を優
ゆうせん

先する。
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問
もんだい

題 25　施
しせつ

設における利
りようしゃ

用者の個
こじんじょうほう

人情報の安
あんぜんかんりたいさく

全管理対策として，最
もっと

も適
てきせつ

切なもの

を 1 つ選
えら

びなさい。

1　介
かいごふくししょく

護福祉職が個
こじんしょゆう

人所有するスマートフォンの居
きょしつ

室への持
もちこ

込みは制
せいげん

限しない。

2　不
ふよう

要な個
こじんじょうほう

人情報を破
は き

棄する場
ばあい

合は，万
まん

が一
いち

に備
そな

えて復
ふくげん

元できるようにしておく。

3　利
りようしゃ

用者からの照
しょうかい

会に速
すみ

やかに応
おう

じるために，整
せいりよう

理用のインデックス（index）は使
し

 

用
よう

しない。

4　個
こじんじょうほう

人情報に関
かん

する苦
くじょうたいおうたいせい

情対応体制について，施
しせつ

設の掲
けいじばんとう

示板等で利
りようしゃ

用者に周
しゅうちてってい

知徹底す

る。

5　個
こじんじょうほう

人情報の盗
とうなん

難を防
ふせ

ぐために，職
しょくいん

員の休
きゅうけいしつ

憩室に監
かんし

視カメラを設
せっち

置する。

問
もんだい

題 26　訪
ほうもんかいごいん

問介護員（ホームヘルパー）が，利
りようしゃ

用者や家
かぞく

族からハラスメント

（harassment）を受
う

けたときの対
たいおう

応に関
かん

する次
つぎ

の記
きじゅつ

述のうち，最
もっと

も適
てきせつ

切なものを 1  

つ選
えら

びなさい。

1　利
りようしゃ

用者に後
うし

ろから急
きゅう

に抱
だ

きつかれたが，黙
だま

って耐
た

えた。

2　利
りようしゃ

用者から暴
ぼうりょく

力を受
う

けたので，「やめてください」と伝
つた

え，上
じょうし

司に相
そうだん

談した。

3　利
りようしゃ

用者が繰
く

り返
かえ

す性
せいてき

的な話
はなし

を，苦
くつう

痛だが笑
えがお

顔で聞
き

いた。

4　家
かぞく

族から暴
ぼうげん

言を受
う

けたが，担
たんとう

当なのでそのまま利
りようしゃたく

用者宅に通
かよ

った。

5　家
かぞく

族からサービス外
がい

のことを頼
たの

まれて，断
ことわ

ったら怒
ど な

鳴られたので実
じっし

施した。


